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１. 件名 

楢葉遠隔技術開発センター共同溝チェーンブロック設置等作業 

 

２. 目的及び概要 

本仕様書は、経済産業省より交付を受けた「放射性物質研究拠点施設等運営事業費補助金」

事業の一環として、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（以下「原子力機構」という。）

福島廃炉安全工学研究所楢葉遠隔技術開発センターに設置されている共同溝において、チェ

ーンブロック設置等作業を実施し、物品搬出入時の落下防止を図るとともに、併せて研究管

理棟の扉の補修を行い建屋の適切な維持管理を図るために、当該業務を受注者に請負わせる

ための仕様について定めたものである。 

受注者は対象設備の構造、取扱方法、関係法令等を十分理解し、本作業を実施するものと

する。 

 

３. 作業実施場所 

福島県双葉郡楢葉町大字山田岡字仲丸 1-22  

原子力機構 福島廃炉安全工学研究所 

楢葉遠隔技術開発センター 共同溝・研究管理棟 

 

４．納期 

令和 8年 2月 27 日（金）まで 

なお、作業実施日時については、協議の上、決定するものとする。 

作業は、土日及び祝日を除く、原則 9時 00分から 17時 30分の間で実施するものとし、時

間外を必要とする場合は、その都度、原子力機構担当者の確認を得ること。 

 

５. 作業内容 

5.1 対象設備等 

共同溝設備 

共同溝排気棟 

研究管理棟 

5.2 作業範囲及び項目 

(1)排気棟扉等設置 

(2)排気棟天井吊り金具取付 

(3)排気棟チェーンブロック設置 

(4)共同溝内既設配管サポート撤去 

(5)研究管理棟西側扉補修 

(6)研究管理棟北側扉補修 

(7)研究管理棟東側扉補修 

5.3 作業内容及び方法等 

(1)排気棟扉等設置（別添図-1参照） 

 共同溝排気棟にて既設の設備用開口閉塞板を撤去し、片開きスチールフラッシュドアを設

置する。併せて外壁面に、墜落制止器具取付用金具およびドアハンドル固定用チェーンを設

置すること。 

(2)天井吊り金具取付（別添図-1参照） 

 排気棟内天井に、チェーンブロック設置用の吊り金具を設置する。耐荷重1,000kgを有する

構造であること。 

(3)チェーンブロック設置（別添図-1参照） 

 排気棟にチェーンブロックを設置する。チェーンブロックは定格荷重500kg、揚程6.0ｍを

有する手動チェーンブロックであること。 

(4)既設配管サポート撤去（別添図-2参照） 

 共同溝内にて以下の既設配管サポートの撤去を行うこと。 

 H形鋼100×100 長さ600mm （29箇所） 

(5)研究管理棟西側扉補修（別添図-3参照） 

 研究管理棟西側扉のドアクローザーの更新を行うこと。湾曲したドア上部金物の形状修正

および補強を行うこと。更新に伴い、戸当たり金物を設置すること。 

(6)研究管理棟北側扉補修（別添図-3参照） 

 研究管理棟北側のドアクローザーの更新および建付け調整を実施すること。新たに取り付
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けるドアクローザーは90度制限機能を有するものであること。 

(7)研究管理棟東側扉補修 

 研究管理棟東側扉のレバーハンドル錠、ステンレスプレート、フランス落としの更新を行

うこと。 

 
６. 試験・検査 

なし。 

 

７. 業務に必要な資格等 

足場の組立て等の業務に係る特別教育 

 

８. 支給物品及び貸与品 

8.1 支給品 

(1) 本作業に必要な電力及び水については、無償にて支給する。ただし、節電節水に努める

とともに使用については機構の承諾を得ること。 

(2) その他、協議の上、機構が必要と認めたもの。 

8.2 貸与品 

なし。 

 
９. 提出書類 

図書名 提出時期 部数 

総括責任者届（原子力機構指定様式) 契約後速やかに 1 部 

作業工程表 〃 〃 

緊急時連絡体制表 〃 〃 

作業実施要領書 〃 〃 

リスクアセスメントシート 作業開始 3 週間前まで 〃 

作業員名簿(作業員の経歴及び有資格を併せて記載すること) 〃 〃 

作業計画書一式 〃 〃 

委任又は下請負届（実施体制図含む)（機構指定様式) 〃 〃 

作業日報 作業日ごとに 〃 

作業報告書（作業写真付) 作業終了後速やかに 〃 

その他必要な書類 その都度 必要部数 

（提出場所) 

原子力機構 福島廃炉安全工学研究所 楢葉遠隔技術開発センター 

 

10. 検収条件 

「９．提出書類」の確認及び原子力機構が定めた仕様書の作業が実施されたと認めた時を

以て、作業完了とする。 

 

11. 適用法規・規程等 

本作業をするに当たって、以下の法令、規格、基準等を適用又は、準用して行うこと。 

・労働安全衛生法、同施行令及び関係法規、諸規定 

・楢葉遠隔技術開発センター電気工作物保安規程、細則、基準 

・福島廃炉安全工学研究所安全衛生管理規則 

・福島廃炉安全工学研究所事故対策規則 

・福島廃炉安全工学研究所楢葉遠隔技術開発センター消防計画 

・福島廃炉安全工学研究所楢葉遠隔技術開発センター地震対応要領 

・福島廃炉安全工学研究所作業責任者等の認定について 

・福島廃炉安全工学研究所作業の安全管理について 

・福島廃炉安全工学研究所請負作業に係る請負作業者の安全管理要領 

・福島廃炉安全工学研究所作業計画作成管理要領 

・その他関係法令及び福島廃炉安全工学研究所、楢葉遠隔技術開発センター諸規程類 

 

12. 特記事項 

(1) 受注者は、原子力機構が原子力の研究・開発を行う機関であるため、高い技術力及び高い

信頼性を社会的に求められていることを認識し、原子力機構の規程等を遵守し安全性に配慮

し業務を遂行しうる能力を有する者を従事させること。 
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(2) 受注者は、業務を実施することにより取得した当該業務及び作業に関する各データ、技術

情報、成果、その他の全ての資料及び情報を、原子力機構の施設外に持ち出して発表若しく

は公開し、又は特定の第三者に対価を受け、若しくは無償で提供することはできない。 

(3) 受注者は、異常事態等が発生した場合は、原子力機構の指示に従い行動するものとする。 

なお、安全衛生上緊急に対処する必要がある事項については、原子力機構が指示を行う場

合がある。 

また、契約に基づく作業等を起因として異常事態等が発生した場合は、受注者がその原因

分析や対策検討を行い、主体的に改善するとともに、結果について原子力機構の確認を受け

ること。 

(4) 不測の事態が発生した場合には、迅速に対応できるよう、作業現場に作業安全組織図、緊

急時連絡体制表を掲示すること。 

(5) 本作業において原子力機構の物品を毀損しないこと。万一毀損した場合は、原子力機構担

当者と協議し、速やかに修理すること。 

(6) 本仕様書に記載されていない事項でも、技術上必要と認められる項目については、原子力

機構監督員と協議し、実施すること。 

(7) 本作業の実施に当たっては、関係法令及び原子力機構諸規則を遵守するとともに、原子力

機構監督員と十分な打合せの上、実施すること。特に作業の安全には、十分留意して行うこ

と。 

(8) 作業開始前には、KY活動及び TBMを実施し、作業の安全に努めること。 

(9) 当該設備での作業の開始及び終了の際には、必ず原子力機構の作業関係者等へ連絡をする

こと。 

(10)「福島廃炉安全工学研究所作業責任者等の認定について」に基づき、原子力機構の認定を

受けた者を現場責任者として配置すること。 

(11)原子力機構が、受注者に対して、本補助金事業の適正な遂行のため必要な調査に協力を求

めた場合には、その求めに応じること。 

(12)1人作業は禁止とする。また総括責任者、現場責任者（代理含む）は、作業の安全管理、

保安監督に専念すること。 

(13)本作業において不良または異常が発見された場合は、原子力機構監督員へ報告すること。 

(14)点検で発生した処分品は受注者で処分すること。 

(15)受注者は、作業着手前及び協力企業が変わる都度、機構が開催する安全に係る説明会に、

協力企業の全責任者とともに参加すること。 

 

13. 総括責任者 

受注者は、本契約作業を履行するに当たり、受注者を代表して直接指揮命令する者（以下

「総括責任者」という。)、必要に応じてその代理者を選任し、次の任務に当たらせるものと

する。 

(1) 受注者の従事者の労務管理及び作業上の指揮命令 

(2) 本契約業務履行に関する原子力機構との連絡及び調整 

(3) 受注者の従事者の規律秩序の保持並びにその他本契約業務の処理に関する事項 

 

14. 検査員及び監督員 

(1) 検査員 

一般検査                      管財担当課長 

(2) 監督員 

共同溝チェーンブロック設置等作業 楢葉遠隔技術開発センター員 

 

15. グリーン購入法の推進 

(1) 本契約において、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律)

に適用する環境物品（事務用品、ＯＡ機器等)が発生する場合は、これを採用するものとす

る。 

(2) 本仕様に定める提出図書（納入印刷物)については、グリーン購入法の基本方針に定める「紙

類」の基準を満たしたものであること。 

 

16．安全管理 

(1) 作業の安全衛生管理は、法令に従い受注者の責任において自主的に行うこと。 

(2) 受注者は、点検作業着手に先立ち機構と安全について十分に打合せを行った後に着手す
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ること。 

(3) 作業中は、常に整理整頓を心掛ける等、安全及び衛生面に十分に留意するともに、異物

混入防止に努めること。 

(4) 受注者は、本作業に使用する機器、装置の中で地震等により安全を損なうおそれがある

物については、転倒防止対策を施すこと。 

(5) 作業の実施に当たっては、作業場所、作業内容により必要に応じて適切な服装及び保護

具等を着用すること。 

 

17. 協議 

本仕様書に記載されている事項及び本仕様書に記載のない事項について疑義が生じた場合

は、原子力機構と協議の上、その決定に従うものとする｡ 

 

以上 
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